
 
 自閉症・情緒障がい特別支援学級 自立活動指導案 

令和 8年７月８日（水） 

天童市立第一中学校 

特別支援学級 

 （３年生１名２年生５名） 

指導者 門脇 宏樹 

                                                                場所  ピロティ 

単元名  「みんなでつなぐモルック大会～ルールと環境を工夫して、全員で楽しもう」 

 

１．単元について 

本学級の生徒は、基本的生活習慣は自立しているが、自分の思いや考えを優先してしまったり、感情のコン 

トロールが難しくなったりする場面がみられる。また、友だちとの関わりに不安を感じ、自分から声をかける

ことが少ない生徒もいる。そこで、本単元では、順番やルールが明確であり、互いに相談したり応援したりし

ながら取り組むことができる「モルック」を取り入れる。活動を通して、仲間と関わりながら、自分の気持ち

を調整し、相手を意識したコミュニケーションを経験できるようにしたい。 

 

２．自立活動の区分 

（１） 心理的な安定 

・土の床面によるイレギュラーや敗北など、思い通りにいかない状況を受け入れ、事前の約束（深呼吸 

      やリフレッシュスペースへの移動）に沿って気持ちを切り替える。 

（２） 人間関係の形成 

・６人のメンバーで協力し、作戦や役割分担を決めてゲームを円滑に進める。 

（３） 身体の動き 

・的（スキットル）との距離を捉え、適切な力加減（下手投げ）を意識してコントロールする。 

（４） コミュニケーション 

・友だちのプレーに対して肯定的なフィードバック（応援・賞賛）を送り合う。 

 

３．生徒の実態と個別のねらい  

  別紙に記載 

 

４．支援の工夫 

（１） 「活動への見通しが持てるようにするための工夫」 

・活動の流れや得点の経過を掲示し、「投げる」「モルックを元に戻す」「得点を記入する」などをイラ

ストで確認する。また、学習カードを通して、単元の流れが分かるようにする。 

 

（２） 「安心してゲームに取り組めるようにするための工夫」 

・チーム編成は、生徒同士の関係性や安心感を考慮して行う。また、「３０点制」や「応援ポイント」

制度の導入により、勝ち負けにこだわり過ぎず、集団で協力して楽しめるようにする。 

 

（３） 「コミュニケーション力を高めるための工夫」 

     ・「相談する」「応援する「喜び合う」などの姿が見られた場合は、「グリーンカード」を出して、 

      教師が肯定的な姿を視覚的に価値付ける。 

 



５．単元計画（全５時間） 

時 学習内容 具体的な活動 

１ モルックを知ろう。 下手投げの基本練習を通して、ピンを倒す面白さを味わう。 

２ チームでモルックをしよう。 順番と役割分担、ピンの立て直し方を覚える。 

３ 作戦と「特別ルール」を決めよう。 チーム会議、誰がどこを狙うか、ハンデ等の設定を行う。 

４ 

本時 

モルック大会をしよう①。 環境に合わせてゲーム運営を行う。 

５ モルック大会をしよう②。 単元の振り返り、道具のメンテナンスなどを行う。 

 

６．本時の学習活動 

（１）生徒と教師の内省の往還（実施アンケートより） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）本時の目標 

① みんなで決めた「特別ルール」を守り、役割（得点・ピンの立て直しなど）を果たしながら協力して 

   ゲームを進めることができる。 

 ② 地面の凸凹によるミスや失点時も、事前の約束（深呼吸、リフレッシュスペースに行くなど）を実践し 

   て感情をコントロールする。 

③ 友だちのプレーに対して、肯定的な言葉（「ドンマイ」「ナイス」）や応援の声をかける。 

 

（３）評価 

① ルールを守りながら、最後までゲームを楽しむことができたか。 

② 仲間と相談したり声を掛けたりしながら、活動をすることができたか。 

③ 気持ちを切り替えて活動に参加することができたか。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生徒 

・ゲームや運動など楽しいことをしたい。 

・仲間との関わりを大切にしたい。 

・自分のことを見つめられるよう 

になってきた。 

 

 

 

 

 

 

 

教師 

・生徒の興味・関心、長所を生かしな

がら、苦手なことを改善・克服でき        

るようにしたい。 

  ・互いを認め合ったり、協力したりし、

お互いを賞賛したい。 

 

 

生徒の「やってみたい」や「できた」

が、実現できるような手だて 



（４）活動の流れ 

時 学習活動（・生徒の動き） 指導・支援上の留意点 評価規準・方法 

導

入 

７

分 

１、本時の活動の流れと約束事

を確認する。（8分） 

・視覚的スケジュールを見 

る。 

・凸凹をプラスにとらえる。 

・感情が昂った時の対処法を

思い出す。 

・応援や賞賛の言葉がけの種

類を発表する。 

・見通しを持たせるための活動手順表（①予定②練

習③試合④片付け）をボードで提示する。 

・イレギュラーバウンドを「楽しむもの」としてリフ

レーミングする。 

・感情が昂った時の対処法（深呼吸、リフレッシュス

ペースに行く）を確認する。 

・グリーンカード（ポジティブな声がけをした時に、 

 教師が出すカード）の条件を確認する。 

・本時の見通し

を持ち、進んで

環境整備や約

束の確認に参

加しているか。 

（行動観察） 

展

開 

35

分 

 

 

2、チーム毎に練習する。 

          （８分） 

・スキットルを半分に分けて

練習する。 

・ねらいを定めて、モルックを

投げる。 

3、モルック大会を行う。 

         （２０分） 

・自分の順番に下手投げで投

げる。 

・スキットルを立て直す。 

・得点盤をめくる。 

・友だちの応援（仲間、対戦相

手両方の応援）を行う。 

・ミス時は「深呼吸」等を実践

する。 

 

4、後片付けを行う。（7分） 

・道具を集め、次回使用できる

ように拭いてしまう。 

 

 

・スキットルを並べる位置を自分たちで調整させ、 

 ゲーム環境を整えさせる。 

・スキットルを倒すコツをチームで共有させる。 

 

 

 

・３対３のチーム戦、３０点リセット（３１点を超え

たら１５点に戻る）、２０分たった時点で最も得点

が集ったチームの勝ちとする安心できるルールで

行う。 

・言葉での意思表示が難しい生徒には、ジェスチャ

ーさせたり、応援グッズ（うちわ）を用意したりす

る。  

・ねらい通りにいかずパニックになったり、感情が

昂ぶったりしそうな生徒には、即座に「リフレッシ

ュスペース」への移動を促す。 

・良い声がけが続いた場合は、教師がグリーンカー

ドを出して、他者受容を強化する。 

・片付けの手順（拭く→しまう）を明確にし、役割分

担させる。 

 

 

・友だちのプレ

ーやミスに対

して肯定的な

応援ができて

いるか。 

（行動観察） 

・ミスやイレギ

ュラー時に、自

分で感情を切

り替えようと

しているか。 

（行動観察） 

ま

と

め 

8

分 

5、振り返る。 

・学習カードに自己評価と今

日のキラリ賞を書き、発表す

る。 

・勝敗に関わらず、互いの健闘

を称え合う。 

・結果（勝敗）ではなく、「友だちを応援できた」「我

慢できた」「片付けを頑張った」という自立活動の

プロセスを具体的に褒め、価値付けする。 

・今日一番輝いていた友だちを 1 人選んで、キラリ

賞として理由をつけて発表させる。 

・自分の行動に

ついて客観的

に振り返るこ

とができたか 

（学習カード） 

 

みんなでポジティブな声掛けを行い、最高のモルック大会にしよう。 


